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　そこで私は、各授業の前半は教科書や資料集、地図帳
をベースに知識を教授・確認し、後半はいつでも情報を
得られるインターネットを利用して、生徒自身が端末を
操作していくことを中心に授業を行っている。
　今回は、「河川とともに生きる『清流の国・岐阜』の
防災の歴史と現在」と銘打って行った水害についての２
時間構成の授業について紹介する。

２　授業構成
　「清流の国・岐阜」の防災についての学習の前に、ま
ずは、教科書『高等学校 新地理総合』p.190 ～ 211
を用いて日本の自然環境の特色や日本で生じる災害に
ついて学習する。また、『新詳地理資料 COMPLETE 
2023』巻頭４ ❹「重ねるハザードマップ」で見た広島
市安佐南区の地形分類図 を見せ、教科書の第１部第１
章「地図と地理情報システム」で学習した WebGIS の
使い方の復習も行いながら、どのような地形でどのよう
な災害が起きやすいのか、といったことも確認しておく 

（ 図１  ）。そのうえで、「清流の国・岐阜」の防災の歴
史と現在についての学習に入っていく。

１時間目 岐阜市における防災・減災の取り組みを学ぶ・考える

　本校がある岐阜県岐阜市は、市域の南部近くに木曽川、
市の中心および北部に長良川が流れている。特に長良川
は、タイトルに記したとおりふだんは美しい清流であり、
流域の生活には欠かせないものとなっている。また、鵜
飼などで観光に利用されていることでも有名である。し
かし、大雨や台風の際には氾濫し、洪水を引き起こすこ
ともあり、この地域の人々は昔から悩まされてきた。戦
国の世に活躍した織田信長は拠点とした岐阜の治水にも
尽力したとされる。
　１時間目は、どのような場所でどのような理由から、
どのような災害が起きやすく、その被害を抑えるために

１　はじめに
　文部科学省が提案する「GIGA スクール構想」にお
いて、１人あたり１台の端末を活用して学習していくに
あたっては、生徒一人一人が必要な時に必要な資料・デー
タを扱えるようになるべきであると考える。本校では１
人１台 iPad が貸与されており、授業支援アプリとして

「ロイロノート」を利用している。さらに、私は「ロイ
ロ認定ティーチャー」として、「ロイロノート」の有効
的な利活用方法も研究している。
　また、「地理総合」が必履修化されるにあたり、進学の
如何に関わらず、今後も日本で生活するのであれば、日
本の地理および災害のリスクを理解したうえで、それに
対処していかなければならないと伝えていく必要がある
と感じている。防災や減災については、気象予報士や防
災士といった資格を持っている者や自治体だけでなく、
実際にその地域で生活している人々の意見が重要となる。
その地域にどのようなリスクがあり、どのような対策をと
る必要があるかについて、多角的に考察できるように学
習を進めていきたい。
　本稿で取り上げる単元「自然環境と防災」は、生徒自
身が身近な問題として考察しやすい内容であるため、教
える側も多くのバリエーションを用意して授業を展開し
たい。

実学としての「地理総合」
－「清流の国・岐阜」の防災をテーマに－

授業研究地理

－使用教材－
『高等学校 新地理総合』
『新詳地理資料
 COMPLETE 2023』鶯谷中学・高等学校　西本 達也（にしもと・たつや）

図１  『新詳地理資料 COMPLETE 2023』巻頭４
❹「重ねるハザードマップ」で見た広島市安佐南区の地形分類図

コラム
　自分の身の回りで実際に災害が発生したとき，私たちはどのような心理状態になり，
どのような行動をとっさにとるのだろうか。テレビやラジオ，スマートフォンなどで，
注意報や警報，避
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・避難指示などが出ていることを知っても，安全な場所に避難
する行動を起こさなかったり起こせなかったりする人がいるのは，なぜだろうか。
　防災心理学において，「正常性バイアス」と「同調バイアス」という言葉がある。バイア
スとは心理学的な思い込みや先入観という意味で，例えば，2011年に起きた東日本大
震災における津波被
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の際には，“これまで津波被害を受けたことがない場所だから今
回も被害は起きないだろう”と考える「正常性バイアス」と，“みんなが避難せずに自宅や
職場にとどまっているから大丈夫だろう”と考える「同調バイアス」，被
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りがち
な“自分だけは助かるだろう”と考える心理などが，被害を拡大させる要因の一つになっ
たといわれている。最新の防災対策では，災害時における人間のこうした心理学的側面
を十分に検証した行動マニュアルづくりが求められている。

正常性バイアスと同調バイアス

⬆❻災害時に生じやすい心理状態の例
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に指定されている。このように，
同じ地域でも場所によって災害
リスクが異なることを日頃から
知っていることが大切である。
　※広島県の土砂災害情報は�
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　「重ねるハザードマップ」は国
土交通省が運営するハザード
マップのポータルサイトで，防
災に役立つ災害リスク情報など
を地図や写真に自由に重ねて表
示することができる。洪
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表示する情報を選ぶことができ，
図❹のように，地形図と地形分
類図を重ねて表示することも可
能である。これにより土地の地
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　※地形分類図は地理院地図の
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（2021年8月閲覧）
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ができる。

地形分類図の凡例

〔提供：広島市（土砂災害ハザードマップ「梅林小学校区」 https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/saigaiinfo/2663.html）〕
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ブする先には大規
模な公共施設であ
る岐阜メモリアル
センターがある。
また、小・中学校
や高等学校も旧河
道に建設されてい
る箇所が見受けら
れることにも注目させる（ 地図３  の  の箇所）。
　このように、大規模に開発された公共施設などが、旧
河川の埋立地に数多く造られていることにも着目させ、
これらが災害の拡大を防ぐための「貯留池」・「遊水池」
としても利用される施設になっていることに気が付くよ
うにしたい。

どのような対策が行われているのかについて「学ぶ」時
間と「考える」時間に分ける。「地図と地理情報システム」
で習得した GIS の技能を活用し、「地理院地図」を用い
て土地の成り立ちを知る。
　まずは 写真１  のように、「Google Earth」を利用し
てこの地域がどのような土地なのか、イメージを持ち、
概要を確認する。さらに 地図１  のように「地理院地図」
を利用して同じ範囲の地形図を用意する。その際、
25,000 分の１の地形図がしっかりと表示される縮尺に
なるよう注意する。そして、本誌 p.11【参考】で示し
た手順で「地理院地図」を操作して、当該地域の土地の
成り立ちについて調べていく。このような要領で「自然
地形分類」に関するレイヤーを重ねると 地図２  のよう
になる。この地図における  の箇所に着目する。
この箇所は、長良川の北側で住宅が密集している地域で
ある。地形分類図上では多くが扇状地であり、水はけの
よい場所であるが、過去に何度も浸水の被害を受けてい
る。ふだんは水はけはよいものの、洪水の際には被害が
出ることがある地形だということに留意させたい。
　次に住宅地への浸水と浸水被害を最小限にするように
工夫されている例を取り上げる。地図３  に  で記した
箇所は、写真２  のような「長良陸

りっ
閘
こう

」が収納されてい
る場所である。長良川の沿岸部には洪水に備え、「陸閘」
と呼ばれる動く水門があり、市街地中心部や住宅地へ水
が流れないようにする工夫がされている。河川の氾濫が
発生すると考えられる時には門を閉め、減災につなげら
れるよう活動が行われている。長良陸閘の開閉訓練が行
われた際の映像＊を見せ、これはどのような設備なのか、
なぜこうした取り組みが行われているのかを考えさせて
いる。
　さらに、地図２  の地形分類図において、河川がカー

写真１  当該地域の航空写真（Google Earthより、一部加筆）

地図１  当該地域の地形図（「地理院地図」より、一部加筆）

地図３  長良陸閘の位置（「地理院地図」より、一部加筆）

写真２  長良陸閘　提供：岐阜新聞社

実学としての「地理総合」
－「清流の国・岐阜」の防災をテーマに－

授業研究地理

－使用教材－
『高等学校 新地理総合』
『新詳地理資料
 COMPLETE 2023』鶯谷中学・高等学校　西本 達也（にしもと・たつや）

＊岐阜新聞社 YouTube https://www.youtube.com/watch?v=uo6lKQ78DEU
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地図２  当該地域の地形分類（自然地形）図（「地理院地図」より、一部加筆）

旧河道旧河道
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て授業を終了した。
　なお、当該地域のハザードマップを見ると、河川の沿
岸地域だけでなく、他の地域においても洪水や浸水のリ
スクがある。また、指定緊急避難場所・指定避難所の多
くに×印が付いていることが分かる（ 地図４  ）。この
×印は、地震についての避難場所としての指定はされて
いるものの、洪水については利用不可であることを表し
ている。利用不可ということは、洪水時には自治体など
からの支援も受けにくいということになりかねない。こ
うしたことからも、日頃からハザードマップを自分事と
して確認しておくことの大切さを生徒に気付かせたい。
　２時間目は、私自身は板書することはほとんどなく、
生徒のフォローに回った。タブレットで調べるサイトの
提示や、調べた内容が伝わるように映像を使うためには
どのようにしたらよいか、などを助言した。

３　評価について
　１時間目の前半は、地形や気候で学習した内容の復習
も兼ねて、日本の地形や気候の特色を理解しているかと
いった視点で「知識・技能」を見取り、探究学習がメイ
ンとなる１時間目の後半～２時間目は「思考・判断・表
現」や「主体的に学習に取り組む態度」を見取る。１時
間目の後半では、自分事に落とし込むことができている
か、気が付いたことをアウトプットできているかを評価
したい。調べれば出てくることだけでなく、自分自身で
感じたこと、疑問に思ったことを述べ、それについてま
とめることができていればなおよい。
　２時間目については１時間目と同じように、自分事に
落とし込むことができているか、気が付いたことをレ
ポートとしてアウトプットできているか、また、完成に
向けて意欲的に活動することができているかで評価する

２時間目 自分の住む地域の防災・減災を考える

　２時間目においては、１時間目に実施した内容を用い
て、自分が住んでいる地域についての防災・減災につい
て考える授業を行った。前時の復習を５～ 10 分で行い、
後半はレポート作成を 30 分程度で実施した。レポート
については、「ロイロノート」で 資料１  のような１枚
のテンプレートを作成し、使用・提出させている。その
際は、なるべく端的に、図やスクリーンショットを用い
て制作するよう指導している。

　本校へは愛知県など濃尾平野のほぼ全域から生徒が通
学している。この地域は、木曽三川が集まり、集中豪雨
や台風の被害を受けやすいため、自然災害と洪水につい
ての知識を身につけておくことが大切であり、もしもの
場合に動くことができなければならないと考える。生徒
には自分の身の回りではどのようなリスクがあるかを把
握し、通学時や自宅にいる間において、それにどのよう
な対策をとり、どのように動くべきかを判断できるよう
になってほしい。それを最初に伝えることで、生徒自身
に「自分事」として認識させることができる。また、「地
理院地図」や気象庁のウェブサイトからどのような場所
で災害が起こりやすいかなど、自分の生活に直結させて
調査し、レポートを作成することで、同じテーマでも他
の生徒とは違う地域でレポートを作成することになり、
オリジナリティのあるレポートが完成する。
　残り 10 分を５分ずつに分け、生徒どうしで発表をさ
せ合う。発表の最後に、各市町村のハザードマップにつ
いて私から話し、ハザードマップは目的に合わせて数種
類用意されていること、居住している地域のハザード
マップを自治体のウェブサイトや実際に配られているも
のなどで見て、自分の目で確認しておくように呼びかけ

資料１  「ロイロノート」で使用するレポートテンプレート（筆者作成）

地図４  当該地域の洪水リスクのハザードマップ（一部）
（岐阜市ウェブサイトより）

( )

( )
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ことができる。その際には、どのような資料を使うか、
その資料を使う理由づけがきちんとできているかという
点や、どのような表現をすれば相手に伝わるか、ほかの
生徒と話し合ったり自分なりに考えたりして工夫をする
ように伝え、その工夫がしっかりできているかも見取る
ようにしている。自分自身の生活に落とし込んでアウト
プットができるように、そしてまとめることができてい
ればなおよい。
　生徒からは、「メモリアルセンターに行けばなんとかな
ると思っていた」、「近くの小・中学校に避難しようと思っ
ていた」、「家に帰ったらすぐに家族と相談する」といっ
た感想や意見があった。また、「授業で学んだことがすぐ
に実生活に使えるという実感が湧いた」、さらに授業から
２か月後の９月になってからも「夏休みに台風が来たと
き、実際にどのようなことが起こるかを想像して家族と
話すことができた」という意見をもらい、実学としての
地理は生徒の心に残ることを感じることができた。

４　おわりに
　「地理総合」が必履修化されるにあたり、国は履修する
全員が防災・減災に自発的に取り組むことを求めている
のだと感じている。日本に居住していく以上、私たちの
生活と自然災害とは切り離すことができない関係である
から、それについて知識を得て自分自身を、そして自分
の大切な人を守っていく必要がある。いざというときに
行動できるよう、授業内で実学を基本に伝えていくこと
を大切にしたいと考えている。

【参考】 地形分類（自然地形）図の表示方法について

① https://www.gsi.go.jp から「地理院地図を見る」
をクリック（タップ）
　　　　　　　　　⬇️
② 表示された地図を見たい場所へ移動させ、拡大（この 
とき、25,000分の１の縮尺スケールが出るようにする）
　　　　　　　　　⬇️
③ 左上にある、「地図」をクリック（タップ）

　　　　　　　　　⬇️

　　　　　　　　　⬇️
⑤ 「地形分類（ベクトルタイル提供実験）」をクリック（タップ）

④ 「土地の成り立ち・土地利用」をクリック（タップ）

選択中の地図で表示されている「地形分類（自然地形）」をクリック（タッ
プ）すると、表示の有無を選択できる。地点を変更する場合は、「地形
分類（自然地形）」の表示を解除してからでないと、固まる（フリーズする）
可能性が高いので要注意。

　　　　　　　　　⬇️
⑥ 「地形分類（自然地形）」をクリック（タップ）

　　　　　　　　　⬇️
⑦ 完成

色付けされた後、任意の場所をクリック（タップ）すると、その場所の
自然地形の特徴と、どのような災害リスクがあるかの概要を確認するこ
とができる。




